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投稿者：川口和美会員（日南支部）
　今号の表紙を飾ってくれたのは、川口和美会員の可
愛い５人のお孫さん達でーす。
　前田栞穂ちゃん１歳（左上）、川口結笑ちゃん２歳（右上）、
　川口結生ちゃん４歳（左下）、川口蒼生くん２歳（中下）、 
　川口愛生ちゃん６歳（右下）。
　純真無垢な笑顔を向けられると癒されますね。日本
の未来は明るい!!

表紙写真説明

　会員数の減少と高齢化が進む中、

編集部では事務所の後継者（候補）の

写真を募集しています。（出来れば）

日頃使用する道具と一緒に写った写

真をお送りください。単に『かわい

い孫（子）』でも結構です。モデル料

として図書券をお贈りします♪

モデルさん、大募集！
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　会の会計処理のデジタル化、文書の決裁方法
の見直しをはじめとして「脱はんこ」を進め、
オンライン会議、オンライン研修会が実施出来
る様に準備を進めています。既にそのための設
備の設置は完了し、本年から実施できる段階に
なっています。
　また、昨年の動きの中では、もう一つ大きな
出来事がありました。
　土地家屋調査士法の改正です。主だった点は、
土地家屋調査士法第１条が、「目的規定」から
「使命規定」となり、土地家屋調査士は、筆界
を明らかにする業務の専門家」となった事、ま
た、懲戒手続きの適正化が図られ、懲戒権者が
法務大臣になり、除斥期間が設けられた事、一
人法人が可能になった事などです。
　土地家屋調査士が長年関わってきた14条地図
作製、筆界特定申請、ＡＤＲなど、筆界の専門
家として活動してきた事が第１条に明文化さ
れ、私たちの責任はさらに重くなりました。
　また懲戒権者が法務大臣に変更された事で、
「職務規程」「業務取扱要領」が整備され、今ま
での「調査測量実施要領」が一新されます。内
容的に一新されたという感じではありません
が、心構えが一新されるという事になります。
　そしてもう一つ、将来的には資格の更新制度
も見据えて研修が義務化され「年次研修」が実
施されます。この事も、今後土地家屋調査士制
度が大きく変わる第一歩だと思います。
　今年は、民法、不動産登記法も改正の予定で
す。全省庁をあげて対策に力を入れている所有
者不明土地問題に対して、相続登記の義務化、
土地所有権の放棄、共有制度・相隣関係の見通
しが検討されています。この点においても業務

宮崎県土地家屋調査士会
会長　谷口　和隆

　明けましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、良い年を迎えられた
こととお慶び申し上げます。また、日頃から、
会務運営にご協力をいただきお礼を申し上げま
す。
　昨年はコロナに明け暮れた一年でした。
　総会は支部代表者と役員、および出席希望者
のみで開催し、各種会議も三密を避けるため、
常任理事会以外はほとんどを中止とし、理事会
も書面決議としております。その代わり常任理
事会は予定より回数を増やして開催しました。
　また、調査士制度70周年の記念行事を各種計
画していましたが、支部対抗ボウリング大会、
記念シンポジウム、記念パーティーなどは中止
とし、実施にこぎ着けたのはロゴ入りジャケッ
トの作製、新聞広告掲載、そして登記創造プロ
ジェクトの県庁の建物調査でした。
　例年開催していた「地上絵プロジェクト」を
中止したことは残念の一言です。小中学校は、
コロナ対策で休校措置があったため、授業カリ
キュラムの消化が困難で、受入れが出来なかっ
たためです。
　今なお終息の見えないコロナ禍において、政
府の「脱はんこ」「デジタル化」の動きは土地
調査士業務においても他人事ではありません。
　登記申請において、特に表示に関する登記に
関しては「調査士方式」により、既にオンライ
ン化が先行してはいるものの、この先のさらな
る動きに注視して対応していく必要がありま
す。
　当会でも、その動きを取り入れて、デジタル
化推進のための「オンライン会議等推進委員会」
を設置し検討をしております。

新年のご挨拶
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に直結する問題として注視していくことが必要
です。
　また、最近はＡＤＲのオンライン化について
も議論されています。裁判の分野でもオンライ
ン化が推進されており、本会の「境界問題相談
センターみやざき」についても、利用者のニー
ズに対応し、より良いセンターとなるべく、検
討する事が必要かと思います。認定紛争解決事
業者として、筆界を明らかにする業務の専門家
として、社会的責任を全うする心構えが必要で
す。
　以上、昨年は大きな出来事ばかりの一年でし
た。そして今年もさらに重要な動きがある一年
となるはずです。
　皆で力を合わせて乗り切っていきましょう。



宮崎県土地家屋調査士会会報

処理の迅速化及び利用者の利便性向上を図った
ほか、今後も嘱託登記も含め、その利用推進に
努めていく所存でございます。
　皆様におかれましても、令和元年11月11日か
ら運用が開始された、いわゆる「調査士報告方
式」を活用するなど、更なるオンライン申請の
御利用をお願い申し上げます。
　第２は、筆界特定制度についてであります。
　筆界特定制度は、平成18年１月の制度発足か
ら16年目を迎え、この間、当局では、これまで
に300手続を超える筆界特定申請がされ、順調
に処理が進められています。
　これもひとえに担当していただいている筆界
調査委員の皆様が専門的知識を遺憾なく発揮さ
れ、標準処理期間内の特定に多大な貢献をして
いただいているお陰であり、改めて感謝申し上
げます。引き続き、筆界特定申請の円滑な処理
に御尽力いただきますようお願い申し上げま
す。
　また、土地基本法等の一部を改正する法律が、
昨年９月29日から施行され、地籍調査の円滑・
迅速化のため地方公共団体による筆界特定の申
請が可能となるなど、今後は筆界特定申請の増
加が見込まれますので、情報の共有を図りつつ、
境界問題の解決に向けた連携の維持をお願い申
し上げます。
　第３は、登記所備付地図作成作業についてで
あります。
　本年度は、宮崎市神宮東一丁目から三丁目ま
での地図作成作業を実施しており、事業規模と
しましては、総面積0.37平方キロメートル、筆
数約1,456筆となっています。本作業は、当局
と委託した公益社団法人宮崎県公共嘱託登記土

　謹んで新春の御挨拶を申し上げます。
　宮崎県土地家屋調査士会会員の皆様におかれ
ましては、御家族と共に健やかな新年を迎えら
れたこととお慶び申し上げます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症の感染拡
大により、世界規模で社会経済活動に深刻な影
響が生じました。我が国においても、今までに
経験したことのない深刻な事態に直面し、感染
防止対策を徹底した新しい生活様式による社会
経済活動の継続を余儀なくされました。
　このような状況の中で、皆様には、法務行政、
取り分け不動産の表示に関する登記制度の円滑
な運営につきまして、一方ならぬ御理解、御協
力を賜りましたことに、改めて厚く御礼を申し
上げます。
　本年も、引き続き、表示に関する登記の適正・
安定的な事務処理を目指し、国民の皆様の信頼
と期待に応えられるよう取り組んでまいります
ので、皆様の御支援をよろしくお願い申し上げ
ます。
　せっかくの機会ですので、年頭に当たり、登
記行政を取り巻く情勢等について、いくつか御
紹介をさせていただきます。
　第１は、オンライン申請の利用推進について
であります。
　オンライン申請の利用促進については、全国
の法務局を挙げて鋭意取り組んでいるところで
ありますが、当局におけるオンライン申請率
は、昨年11月時点で、不動産73.0％、商業・法
人66.5％と全国的にも高水準を示しており、皆
様の御協力に対して感謝申し上げます。
　当局においても、昨年１月14日から、新たな
登記情報システムの運用を開始し、一層の事務

宮 崎 地 方 法 務 局
局長　池田　哲郎

新年の御挨拶

(3) 第121号 令和３年１月15日
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地家屋調査士協会とが連携・協力して行ってい
るものですが、同協会の御協力のお陰をもちま
して、当初の計画どおりに一筆地立会調査や細
部測量、地権者への縦覧手続などを完了させ、
本年３月末までには本作業の成果を登記記録に
反映させる運びとなっています。
　次年度は、宮崎市花ヶ島及び南花ヶ島での作
業を予定していますので、引き続き、同協会の
皆様の御協力をお願い申し上げます。
　第４に、表題部所有者不明土地の解消作業に
ついてであります。
　表題部所有者不明土地の登記及び管理の適正
化に関する法律が令和元年５月24日に公布さ
れ、登記の適正化に関する部分については同年
11月22日、土地の管理の適正化に関する部分に
ついては昨年11月１日に施行されました。
　この法律は、不動産登記簿の表題部所有者欄
の氏名や住所の全部又は一部が正常に記録され
ていない登記となっている土地について、その
権利関係の明確化及びその適正な利用を促進し
ようとするものですが、同法律に基づく当該作
業は、政府の最重要課題の一つとして位置づけ
られる所有者不明土地問題を解消するための施
策であることから、国民からの大きな期待と信
頼が寄せられており、貴会からも所有者等探索
委員を選出していただいていますので、引き続
き、御協力をお願い申し上げます。
　このほか、相続登記を促進するための一方策
として平成29年５月に創設された法定相続情報
証明制度の利活用につきましても、改めて皆様
の御協力をお願い申し上げます。
　最後になりましたが、今後も新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止のため、新しい生活様式を
実践して健康に御留意いただくとともに、宮崎
県土地家屋調査士会のますますの御発展と会員
の皆様の御多幸、御活躍を祈念いたしまして、
新年の御挨拶とさせていただきます。



宮崎県土地家屋調査士会会報(5) 第121号 令和３年１月15日

旗印の下、我々土地家屋調査士が担う役割は多
種多様であります、防災では境界が明確である
ことの重要性に鑑み、地籍調査のさらなる推進、
法務省による地図作成作業の推進が今以上に求
められること、減災にあたり、狭あい道路解消
のための取り組みも今後の最重要課題としてあ
げられ、土地家屋調査士が持つノウハウがここ
でも大いに生かされるのではと思います。
　政治連盟も設立20年を迎えましたが、設立以
来懸案でありました「入札区分」に登記関連業
務と言う具体的事例が追加された事、固定資産
税課が持つ情報の開示に向けても関係省庁との
協議を進めている事等、少しずつではあります
が前に進んでおります。
　会員の皆様には政治連盟の必要性をご理解頂
き、さらなるご協力をお願い致します。
　今年一年が皆様にとりまして益々の飛躍の年
となりますことをご祈念申し上げ、新年の挨拶
と致します。

宮崎県土地家屋調査士政治連盟
会長　蓑原　照光

　令和３年の新春を迎え、一言ご挨拶申し上げ
ます。会員の皆様におかれましては、ご家族お
揃いで、お健やかに新年をお迎えのこととお慶
び申し上げます。
　昨年はコロナに翻弄される１年となってしま
いました。念願のオリンピックも延期となり、
今年開催できるのか甚だ不透明の極みでありま
す。この原稿を書きつつ、来年こそは千倍返し
で良き年に成りますようにと、心の底から期待
をするところではありますが、一方では、来年
のことを言うと鬼が笑うと言う、言い方もあり
ます、そんな鬼は、今流行の、鬼滅の刃でぶっ
た切っていただき、ついでにコロナもぶった
切ってくれるようなそんな強力な刃が一日も早
く現れることを期待したいものだと、そんな風
に思う次第です。
　さて、宮崎県土地家屋調査士政治連盟も会員
の皆様方のご理解と御協力により土地家屋調査
士制度の充実、発展のため平素の活動に邁進し
ている所で御座います。
　昨年は土地家屋調査士制度制定70周年と言う
節目の年でありました。連合会・政治連盟・公
嘱協会の三位一体で取り組んだ記念シンポジウ
ムもコロナ禍の影響で開催が危ぶまれました
が、何とか無事開催する事が出来、私も宮崎県
代表として命をかけて参加させて頂きました
が、大変意義のあるシンポジウムであったと思
う次第でした。
　内閣総理大臣直々に基調講演を頂くという歴
史的な出来事は諸般の事情により叶いませんで
したが制度制定100周年に向けて、しっかりと
した足がかりが出来たのではと思う事でした。
　政府が唱える「防災・減災・国土強靱化」の

新年のご挨拶
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合に、当該筆界特定手続きについての代理や当
該手続きに必要な書類の作成等を協会が業とし
て受託することは、土地家屋調査士法第64条に
違反しないものと解されるとの民事局事務連絡
があり、今後活躍の場が広がることが期待され
ます。
　当協会の大きな事業といたしましては、本年
度も宮崎地方法務局より、不動産登記法第14条
第１項の規定による地図作成作業として、宮崎
市花ケ島地区0.34平方キロメートルの区域にお
ける事業を受託し、事前調査、基準点測量を実
施中であります。同じく昨年度受託いたしまし
た神宮東地区における地図作成作業について
も、新型コロナの影響をうけつつも、携わる社
員の尽力によって年度末に納品の運びとなって
おります。広範囲において地図を整備すること
により、所有権の範囲を明確にし、不動産取引
の安全を図るという点において、まさに不特定
多数に利益の増進に寄与しているものです。一
年を通して業務に従事された社員の方々には、
心からの敬意と感謝を表します。また、九州農
政局発注の国有農地測量・境界確定促進委託事
業を受託し、担当地区において業務に邁進して
おります。
　今後も官公署から信頼され、社会貢献できる
組織としてさらに努力していく所存でありま
す。社員の皆様におかれましても、通常行って
いる土地家屋調査士業務、公嘱協会業務そのも
のが、公益に資するとの認識を強く持ち、業務
に当たっていただきたいと存じます。
　最後に、皆様一人ひとりにとりまして本年が
幸多き年でありますようご祈念申し上げると共
に、本年も協会の事業、運営にご理解とご協力
をお願い致しまして、新年のご挨拶とさせてい
ただきます。

公益社団法人 宮崎県公共嘱託登記土地家屋調査士協会
理事長　樫下　真人

　謹んで新春のご挨拶を申し上げます。
　会員の皆様におかれましては、お健やかに新
年をお迎えのことと心からお慶び申し上げま
す。
　日頃より会員の皆様、公嘱協会社員の皆様に
は、協会の事業・運営にご理解、ご協力を賜る
とともに協会の発展にご尽力をいただき心より
御礼申し上げます。
　新型コロナ禍のなか、できる限りの少人数に
より開催されました昨年の定時総会において、
理事長に選任され、協会の運営を行うこととな
りました。皆様のご協力を得て、円滑な運営に
一生懸命努めていく所存でございます。何卒よ
ろしくお願い申し上げます。
　さて、昨年より、新型コロナウィルスの感染
拡大の影響を受け、さまざまな行事が延期、中
止となり、未曾有の災厄に見舞われております。
感染拡大抑制に効果的な外出制限等の封じ込め
政策により、経済活動が制限され、地域経済、
地域社会にかつてない危機をもたらしておりま
す。今後もその対策に注目していかなければな
りませんが、官公署も重点的にコロナ対策に力
を入れる状況において、従来の公共嘱託業務に
ついては、これを機に変化していくことも考え
られます。人の移動・接触が制限された中で、
多くの業務がオンライン化し、様々な変化をも
たらしております。この先、新型コロナウイル
ス収束の状況下でも、変化前に戻ることは考え
難く、今後は協会としても世の中の変化に柔軟
に対応していかなければならないと考えており
ます。
　協会をとりまく状況の変化のひとつとして、
地籍調査を現に実施中の区域内の土地につい
て、地方公共団体が不動産登記法第131条第１
項又は第２項に基づく筆界特定の申請をする場

新年のご挨拶
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令和２年度  会 務 報 告

日　付 曜日 件　　　名 概　要　／　出席者
７.１～17 水 土地家屋調査士会館　補修工事 大進建設
７.８ 水 串間誠一郎事務所変更報告 上田敏文宮崎支部長

７.９ 木 第１回正副会長会議 谷口和隆会長外３名、津村 剛70周年記念事業プロジェ
クト委員外１名、川島多恵事務局長

７.10～12 金 相談センターみやざき運営委員会「感染防止対策ガイ
ドライン」提案文書まとめ 相談センターみやざき運営委員会

７.25 土 森川義久入会（所属会変更）報告 上田敏文宮崎支部長
７.29 水 会館改修補修工事箇所の説明、確認等 大進建設、小林明代財務部長、川島多恵事務局長
７.31 金 宮崎県土地家屋調査士ホームページ更新 山崎勲一郎会員
８.５ 水 冨山康介事務所変更報告 上田敏文宮崎支部長
８.５ 水 オンライン会議等委員会　回線機材ノートＰＣ改修作業他 兒玉傑亙オンライン会議等委員

８.７ 金 第１回オンライン会議等委員会 隈 雅彦副会長、児玉勝平副会長、山崎勲一郎オンラ
イン会議等委員外１名

８.21 金 土地家屋調査士登録証交付式 谷口和隆会長　安藤尚弘会員、森川義久会員
８.21 金 日調連第３回九Ｂ会長会（オンライン会議） 調査士会館３階会議室、谷口和隆会長
８.28 金 第１回宮崎県専門士業団体連絡協議会 弁護士会館／谷口和隆会長、吉田孝昭副会長
８.31 月 宮崎県土地家屋調査士ホームページ更新 山崎勲一郎会員

９.２～３ 水 調査士制度70周年記念事業　青島３Ｄ化　資料調査確認作業 青島神社、津村 剛70周年記念事業プロジェクト委員
９.４ 金 調査士制度70周年記念事業　登記創造プロジェクト　宮崎県庁と協議 津村 剛70周年記念事業プロジェクト委員、兒玉傑亙会員
９.９ 水 ホームページリニューアル協議 甲斐達也広報部長外１名、ＣＭＹＫ、恒吉美智子書記
９.９ 水 第３回常任理事会 谷口和隆会長外８名、川島多恵事務局長

９.10 木 日調連不動産表示登記全国一斉無料相談会 宮崎地方法務局３階研修室、予約制３件／吉田孝昭副会長、
甲斐達也広報部長、川島多恵事務局長、恒吉美智子書記

９.11 金 第２回オンライン会議等委員会 隈 雅彦副会長、児玉勝平副会長、山崎勲一郎オンラ
イン会議等委員外１名

９.30 水 宮崎県土地家屋調査士ホームページ更新 山崎勲一郎会員
10.３ 土 会員証、補助者名簿データベース修正作業 児玉勝平副会長
10.７ 水 財務部会議　中間決算打ち合わせ、証憑類確認等 小林明代財務部長、恒吉美智子書記
10.８ 木 会計等証憑類確認等 谷口和隆会長
10.９ 金 財務部会議　中間決算打ち合わせ、証憑類確認等 吉田孝昭副会長、恒吉美智子書記

10.９ 金 中間決算　監査 谷口和隆会長、吉田孝昭副会長、小林明代財務部長、安田 稔
監事、富田美利監事、恒吉美智子書記、川島多恵事務局長

10.19 月 調査士制度70周年記念事業　新聞掲載　宮崎日日新聞と協議 中村仁司70周年記念事業プロジェクト委員長、隈 雅彦副会長
10.26 月 日調連70周年記念シンポジウム（オンライン）視聴 谷口和隆会長、児玉勝平副会長
10.27 火 日調連第１回　全国会長会（オンライン） 谷口和隆会長
10.27 火 苦情相談申出書確認検討及び聴取、委員会への報告書作成 児玉勝平副会長

10.31 土 調査士制度70周年記念事業　登記創造プロジェクト
宮崎県庁舎建物調査 津村 剛70周年記念事業プロジェクト委員外５名

10.31 土 宮崎県土地家屋調査士ホームページ更新 山崎勲一郎会員
11.６ 金 ホームページリニューアル協議 甲斐達也広報部長外２名、ＣＭＹＫ、恒吉美智子書記

11.６ 金 第４回常任理事会 谷口和隆会長外８名、オブザーバー山崎勲一郎外１名、
川島多恵事務局長

11.６ 金 第３回オンライン会議等委員会　電話回線工事立ち会い 山崎勲一郎オンライン会議等委員外１名

11.８ 日 調査士制度70周年記念事業　登記創造プロジェクト
宮崎県庁舎建物調査 津村 剛70周年記念事業プロジェクト委員外４名

11.９ 月 会員証、補助者職員証交換開始

11.13 金 宮崎県専門士業団体連絡協議会「なんでも生活無料相
談会」記者発表 宮崎県庁記者クラブ室／谷口和隆会長

11.17 火 日調連「住家の被害認定調査取り組みに関する協議」オンライン視聴 谷口和隆会長外４名
11.18 水 第３回オンライン会議等委員会　アクセスポイント設置工事 児玉勝平副会長、山崎勲一郎オンライン会議等委員外１名
11.18 水 日調連「国民年金基金、賠償責任保険加入促進」電子テスト 恒吉美智子書記
11.20 金 日本ＡＤＲ協会設立10周年シンポジウム　オンライン視聴 谷口和隆会長、津村 剛社会事業部長
11.22 日 調査士制度70周年記念事業　宮崎日日新聞　会員名簿掲載 谷口和隆会長外184名
11.26 木 日調連「国民年金基金、賠償責任保険加入促進」電子会議 小林明代財務部長
11.27 金 令和２年第１回相談センターみやざき運営委員会 川口和美外４名相談センターみやざき運営委員

11.28 土 令和２年第１回相談センターみやざき勉強会　オンライン視聴「オンラ
インＡＤＲのチャレンジコロナウィルスパンディミックを踏み台にして」 谷口和隆会長、児玉勝平副会長、津村 剛社会事業部長

  含：境界問題相談センターみやざき
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　令和２年８月11日付けで入会致し
ました。森川と申します。宜しくお
願い致します。

　昭和31年５月12日生まれの64歳です。郷里は、
美郷町西郷区です。
　私は、昭和63年11月まで宮崎市内のコンサル
タント会社にお世話になり、その年の12月に妻
の実家である長崎県の対馬市に移住して測量会
社を経営していました。平成31年10月に代表を
交代して、その年の11月に宮崎に引っ越して来
ました。
　丁度、平成の間、31年間を対馬で過ごしたこ
とになります。
　土地家屋調査士は、平成24年12月に長崎会に
入会しました。同時に公嘱協会にも入会し、対
馬地区の業務を受託していました。
　対馬は、南北に約82㎞、東西に約18㎞で人口
３万人程の玄界灘に浮かぶ風光明媚な島です。
交通手段は、福岡から飛行機とカーフェリー及
び高速船がありますが長崎からは、飛行機のみ
です。
　対馬支部の土地家屋調査士は、６名でその内
２名が司法書士を兼任していましたので支部総
会の後の懇親会は、いつも司法書士と合同で
行っていました。
　全体研修は、五島、壱岐、対馬の離島は、リ
モートで行っています。
　また、公嘱協会の地区長を受け持つと毎月の
理事会に前日から長崎市に渡らなければならず
天候に大きく左右され大変でした。
　離島は、何かと不便な事がありますが仕事の
面では、離島ならではのメリットも沢山ありま
した。それになんと言っても魚が大変美味しい
所です。今では、全てが良い思い出になりまし
た。　
　会社の一線を遠退き老後をどこで暮らすかを

宮崎支部　森川　義久 妻と話し合った時に妻は、宮崎で過ごした新婚
時代が良かったのか？宮崎にまた、住みたいと
いうことになり、宮崎の不動産物件をネットで
色々と探した結果、最も気に入った物件がここ、
田野でした。
　妻と意見が一致することは珍しいのですが妻
は、小さな平屋の家が気に入り、私は、付属の
倉庫と自然豊で樹木が多い広い敷地が気に入
り、すぐに決定しました。
　ここでは、仕事よりも趣味の木工と庭木や果
樹の手入れに力を入れて楽しんでいます。
　神宮の植木市で沢山の木を買って植えまし
た。春には、花を咲かせる木もありますので近
くに来られることがありましたら、自慢の庭を
会員の皆様にも是非、観て頂きたいです。

　令和２年９月に入会しました安藤
尚弘と申します。
　私は高校卒業後、土木工学の短期

大学に進んだ後、測量設計コンサルタント会社
にて勤めていました。
　会社では測量についての基本および器械の取
り扱い方等多くを教わってきました。現場も一
人で任せられるようになり、仕事に対する責任
感も一層と増し充実した日々を過ごしてきまし
た。
　このような業務をこなしていく中で公共事業
である用地測量を担当した際に土地家屋調査士
という名前を知りました。
　公共事業を通して登記に携わる者として土地
家屋調査士の役割について興味を持ったことが
土地家屋調査士を目指すきっかけとなりました。
　土地家屋調査士について調べていく中で試験
の合格率の低さが気にかかり、当時20代の私は
受験する気にもなりませんでした。

延岡支部　安藤　尚弘
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　勤務していた会社では資格取得を推奨してい
たので測量に関係する様々な資格を取得してき
ましたが、40歳を過ぎた頃に土地家屋調査士を
受験してみようと思い、受験しました。
　あまり受験勉強に費やす時間がなく試験結果
も散々なものと予想していましたがもう少しで
合格ラインに届くところまで点数も取れていた
ので、そこからコツコツと空いた時間を見つけ
ては勉強し合格することができました。
　土地家屋調査士に限りませんが、資格を取っ
たことはスタートラインに立っただけに過ぎ
ず、これから実務を通して覚えていかなければ
ならないことが山積しています。依頼を受けて
もマニュアルにないパターンも多く、諸先輩方
にご教授いただきながら職務を遂行する日々を
過ごしています。
　私のこれからの目標は、仕事や社会に対して
常に謙虚な気持ちで向き合い、できるだけ多く
の経験を積み重ね、困難な業務に直面しても、
的確に対応できるように努めていきたいと思っ
ています。
　国民の財産である不動産を取り扱う以上、公
正かつ誠実という規定から外れないよう常に緊
張感を保ちながら日々研鑽に努めていきたいと
思います。今後ともどうぞ宜しくお願い致しま
す。
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　私は、現在67歳です。誕生日は、
昭和29年１月８日で北朝鮮の金正恩

氏と一緒です。掛け算すると、２×９＝18で、
憎い奴ともとれます。その私が、長いこと続け
ているのが、市の運動公園での仕事前ウォーキ
ングです。
　歩き９割、走り１割で途中、山下体操をして
運動時間は50分前後です。62歳の時、運動公園
で地元の新聞記者の方よりインタビューを受
け、宮日新聞のきりしま版に写真入りで掲載さ
れた時は、とても嬉しかったです。今も大切に
保存しています。これからも、血圧の薬と気付
け薬の20度黒霧を毎日飲みながら精進したいと
思います。
　最近、少し気に掛かることがあります。それ
は、宮崎県の人口推移です。社会動態（転入と
転出）と自然動態（出生と死亡）があって、後
者の方です。
　新聞によると、11月１日時点の推計人口で、
自然動態をみると出生656人、死亡1,180人でし
た。524人の減です。単純計算すると、１年間
に村の２つ３つがなくなるという事態です。こ
こ数ケ月をみると、500人超えです。
　ちなみに、西米良村の人口が男500人、女500
人という時期がありました。私は、これから先、
何年生き延びるかわかりませんが、毎月の人口
推移を注視したいと思います。少子高齢化社会
の先は、何が潜んでいるのでしょうか。とても
心配です。
　最後に、これからのことを考えて社会人と
なっている４人の子ども（男１、女３）に、各々
自筆証書遺言みたいな感じで、思いを伝え残し
ておきたいと思います。

「 67番目の秋に想うこと 」

小林支部　山下　尚喜

No.1

　会報「よもやま話」への投稿抽選
に当選してしまい、いったい何を書

いていいものか考えあぐねていました。何でも
いいということなのですが、これがまた却って
厄介な注文でして、具体的なテーマでもあれば
スムーズにいくのになあと思いつつコーナー名
の意味を調べたところ、「四方山話」と書いて
「とりとめのない雑談のこと。」これにはまずひ
と安心。かといって、このとりとめのない雑談
がかしこまった内容になっては、コーナーの求
めているかもしれない “身近さや親近感”は伝
わらないなあと思い直して、結局、プライベー
ト感あふれる “我が家の事情”なるものを書き
下ろすことにしてペンを執った次第です。正確
には、キーボードを叩き始めたのですけれどね。
　世の人々は、癒
しを求めてペット
と暮らしているよ
うですが、我が家
もメス猫４匹と同
居しています。最
近は街中に猫カフェなるものも出現し猫人気も
徐々にアップしてきました。しかし、昔からペッ
トといえばネズミ退治が目的だった猫よりも防
犯対策の番犬の方が主流だったような覚えがあ
ります。
　犬は、人間のことを「犬ではない何か」と思っ
ていると考えられています。特に飼い主のこと

を “リーダー ”（ご
主人様）として認識
しています。もとも
と犬は群れを作って
生活していた動物で
上下関係がはっきり

「吾輩は人（ヒト）である」

宮崎支部　宮本　　昇

No.2



宮崎県土地家屋調査士会会報(11) 第121号 令和３年１月15日

しているので、人間が自分よりも立場が上の存
在だと認識しているようです。
　一方、猫は、人間のことを「大きな猫」と思っ
ているようです。もともと群れを作らず、単独
で暮らしてきた動物なので、人間を対等である
と認識しています。基本的に、食べたいときに
食べ、寝たいとき寝て、甘えたいときに甘える
マイペース・自由気ままで、人間の言うことな
どどこ吹く風。人間の世界にも、いつも自分ペー
スで人の気持ちなど関係なしといった輩、偶に
見かけますよね。

　犬と猫は、生態もルーツも違う動物なので、
性格が違って当然ですが、どちらも私たちに最
高の癒しを与えてくれる存在です。ペットを飼
う時は、飼い主に従順な犬か、ツンデレで人を
虜にしてしまう猫か、どちらの方がより自分た
ちの生活や性格に合うのかをよく考えて、一旦
家族に迎え入れたら、最後まで付き合って看
取ってあげることがペットを飼う人の責任なの
でしょう。

　我が家の猫たちは、気づいたら、私たちの生
活に溶け込んでいました。十数年前には、室内

８匹、屋外２匹の猫10匹と一緒に暮らしていた
時期もありました。我が家の猫たちは全員雑種
で、ペットショップなどにいるような血統書付
きの猫ではなく、親兄弟から逸れて辿り着いて
来た子ばかりなのです。

　今は、最高齢の猫21歳（人間推定年齢98歳）
を筆頭に18歳（86歳）、11歳（58歳）それに新
参者の２歳児（22歳）の４匹が家族の一員となっ
ています。高齢の猫たちは認知症の症状が垣間
見られるものの、持病を抱えながらも妻の手厚
い看護と介護によって、辛うじて元気を保って
いる状況なのです。

　ところで、その新参者のことです。毛色の特
徴とその可愛いらしさから “アズキ” と命名さ
れました。この子は生まれてすぐ母猫に育児放
棄され、衰弱しきった姿で我が家にやって来た
のです。そして、哺乳瓶授乳で育ち、今ではすっ
かりお転婆娘となって我が物顔で駆け回ってい
ます。しかし、ほかの猫たちにチョッカイ出す
も相手にされず、先輩猫たちと打ち解けている
様子は全くありません。また、愛情表現が「カ
ミカミ」なんですが、兄弟たちと戯れた経験が
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なかったためか手加減した噛み具合を習得でき
ていなかったようで、噛まれたら最後、悲惨な
流血結果を迎えることになります。

　彼女は、人間に育てられたせいか、自分を人
間だと思い込んだ節もあり、猫としては異色で
す。「呼んでも来ない」「作業の邪魔をする」「顔
に乗ってくる」など人間社会では非礼に当たる
行為は日常茶飯で、「ナデナデ」や「抱っこ」
に身体を反らせて嫌がり猫パンチを繰り出して
くる始末です。あたかも「吾輩は人（ヒト）で
ある」とでも思い込んでいる風です。そのくせ、
我が家のオス（男）は私一人ということから、
私には執拗にまとわりついてくるのです。哀し
いことに、妻すら寄ってこない男（オス）とし
ては消え入りそうな影薄い現実を想うと、妙な
ところでと苦笑いするしかありません。

　彼女も縁あって家族の一員になったのですか
ら、最後まで付き合いたいとは思っていますが、
私も高齢で病気持ちの身なのでどちらが看取ら
れることになるやら……これまでに看取った猫
たちの中には胃癌の手術や糖尿病でインスリン
投薬していた猫、それに猫特有の尿路結石や腎

臓病の猫も多数いて妻の介護を受けていまし
た。そして、家族に看取られ別れを惜しまれな
がら逝った猫たちのことを懐い、あのまま野良
だったらと思慕うと、きっと幸せだったに違い
ないと実に感慨深いものがあります。

　こんなことを考えているといつも、かの有名
な新聞コラム文言が頭を過ぎります。
　「“生まれたときには私一人が泣いて周りのみ
んなが笑っている。死ぬときには周りのみんな
が泣いて私一人が笑っている。”こんな満ち足り
た人生を送りたいものだ。」
　このフレーズによって、私はいつも決まって
この境地に陥るのでした。
　「ああしておけば良かった……こうしておけ
ば良かったと後悔しないよう今の意いを迷わず
直球でぶつける。そして、今を人生最後の一日
と考えてフルスイング。。。！」
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　令和２年11月６日第４回理事会において厳正なるコンピュータ抽選法の結果、以下の会員の皆

様が当選されました。谷口会長自らのクリックで抽出された番号です。どうか恨まないで下さい。

『よもやま話』次号寄稿者ご指名について

ご当選おめでとうございます。

投稿後は、もれなく豪華図書券を差し上げます！

次回122号は、2021年８月末日に発行予定です。

寄稿の〆切は 2021年７月15日 にさせて頂きます。

『よもやま話』抽選者一覧表　第122号（2021.8号掲載）

↑28番 菊坂孝章 会員

★１回目

↑182番 寺田　真 会員

★２回目

↑77番 福嶋良一 会員

★３回目
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ウィズコロナ!!「無料相談会」活動報告

◆「全国一斉不動産表示登記無料相談会」
　開催日：令和２年９月10日（木）９時～16時
　於：宮崎法務総合庁舎　３階研修会議室 
　７月31日は「土地家屋調査士の日」です。
例年、この日に因んだ開催となるのですが、
今回は新型コロナウイルス感染のリスクを避
けるため、夏休みを過ぎた時期の開催となり
ました。この頃のコロナ感染状況は第二波の
ピークを過ぎていましたが、それでも感染リ
スクを抑えるため、相談は完全予約制にし、
当然ながら、十分な換気、マスク着用、手指
の消毒など細心の注意を払いながらの開催と
なりました。
　当日は３組の相談予約があり、午前中の相
談を吉田副会長と甲斐達也２名で対応し、午
後の相談を吉田副会長が対応しました。相談
内容はいずれも境界に係わるものでしたが相
談者からは「安心しました。」「来てよかった。」
との有り難いお声もいただきました。
　例年よりも相談数は少なかったのですが、
今後も可能な限り無料相談会を継続し、調査
士を知ってもらえればと改めて思いました。
　コロナ禍にもかかわらず、今回の開催に当
たり法務局様のご厚意により会場手配や回覧
板を使ったＰＲ等の全面的なバックアップを
頂き感謝申し上げる次第です。

相談会場 コロナ三点セット

面談の様子（アクリル板で仕切られています）

　コロナ感染対策を徹底したうえで、恒例となっている「無料相談会」を執り行いましたのでご報告
します。

▼当年度ポスター
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◆「なんでも生活無料相談会」
主催：宮崎県専門士業団体連絡協議会
開催日：令和２年12月６日（日）10時～15時
　この相談会は、本会も加盟する「宮崎県専
門士業団体連絡協議会」（通称：七士会）が
主催する県内最大級の無料相談会です。
　当年度は輪番制に従い弁護士会が担当しま
したが、先行きのみえないコロナ禍で開催是
非について慎重な議論を重ね、負の潮流を乗
り越えるためにも精一杯のサポートをすべき
とのことで、開催が決定しました。
　開催当日はコロナ第三波が急拡大する大変

な時期と重なり、各会場とも厳重なコロナ対
策が講じられた中での実施となりました。相
談者の数は前年に比べてかなりの減少となり
ましたが、面談による相談が完全予約制で
あったことやコロナ感染への不安感が影響し
たものと思われます。
　調査士に関する相談は下表のとおりです。
今年はコロナ不況が色濃く反映され、税や労
働問題に関するニーズが高かったようです。
　相談会の開催にあっては休日にも関わらず
相談員としてご出席頂いた会員の皆様に心か
ら感謝申し上げます。

▼当年度ポスター

相談員はマスクにフェイスシールドを着用した

▼宮崎会場　相談ブース

（広報部　甲斐達也）

≪各会場と本会相談員≫ （　）内相談件数
会　　場 相談員（午前） 相談員（午後）
宮崎会場

【宮崎市役所 4階会議室】 兒玉傑亙（１件） 横山和久（１件）

都城会場
【都城ウエルネス交流プラザ】 谷本伴彰（１件） ＊＊＊

延岡会場
【延岡総合文化センター】 甲斐達也・三井美香 甲斐達也（１件）



宮崎県土地家屋調査士会会報 (16)第121号令和３年１月15日

　平成から令和に変わったのは、ついこの間のように思います。令和２年は世界中がコロナに終始し
た１年となりましたが、同時に土地家屋調査士法が制定されて７０周年という節目の年でもありまし
た。たまには階段の踊り場で立ち止まって過去を振り返り、これからの将来に思いを巡らすことも大
事なことです。
　そこで宮崎会が歩んできた粗年表を作成してみました。先達が築き上げたきた70年の歴史の重さ
を、私たちはしっかりと受け継ぎ次世代に繋いでいかなくてはなりません。

年次 歴代会長 会員数 宮崎会に係る変遷
［●県会 〇連合会 ◇法務局］ 土地家屋調査士制度の変遷 世の中の出来事

昭和25年
（1950）

－－－ －

〇�11月13日、全国土地家屋調査士会連
合会設立総会
　（長野県諏訪市吉田屋別館）
◇飫肥支局を日南支局に改称

●�７月31 日、土地家屋調査士法制
定（法律228号）

・朝鮮戦争が勃発
・警察予備隊が発足

昭和26年
（1951）

櫛間貞晴
S.26～S.27

－

●�昭和26年７月９日宮崎市農民会館に
おいて設立総会が開かれた。
●事務局は同農民会館内に置かれた。
〇�５月26日、全国土地家屋調査士会連
合会理事会（第２回総会）（東京都
参議院会館第１号会議室）
〇�10月、土地家屋調査士会員徽章制定
◇�岩井川出張所を日の影出張所に改称
◇富高出張所を日向出張所に改称

●�６月４日、土地家屋調査士法一
部改正（法律第195号）〔建築士
法の一部を改正する法律附則３
項による改正〕・資格（建築士）
の追加

・土地改良登記令（政令第146号）
・国土調査法（法律第180号）

・マッカーサー解任
・サンフランシスコ講和条約調印
・日本航空誕生

昭和27年
（1952）

小川琢磨
S.27 ～ S.30

－
◇中村出張所を南郷出張所に改称
◇妻町出張所を妻出張所に改称

・農地法（法律第229号） ・メーデー事件
・羽田空港が米軍から返還

昭和30年
（1955）

福田松次
S.30～S.47

－

●�市町村官吏で土地家屋調査士業
務を営もうとする者でない限り
登録はできない。

　（民事局長通達）

・自由民主党結成

昭和31年
（1956）

－

〇11月１日、連合会会報第１号創刊
◇庄内出張所を荘内出張所に改称
◇鞍岡出張所を五ヶ瀬出張所に改称
◇日の影出張所を日之影出張所に改称

●�３月22日、土地家屋調査士法一
部改正〔第一次改正〕（法律第
19号）・強制会、強制加入、会
則の大臣認可制度土地家屋調査
士の法令・会則等の遵守

　（民事局長通達）

・日ソ国交回復共同宣言
・日本の国連加盟
・50年代後半　三種の神器
　白黒テレビ・洗濯機・冷蔵庫

昭和32～
　　33年
（1957～　
　 1958）

173
176

＜S.33＞
◇青島出張所を宮崎本局に統廃合
◇妻出張所を西都出張所に改称

＜S.32＞
●�土地家屋調査士の年計報告書・
事件簿の取扱い（民事局長通達）

＜1957＞
・新５千円札発行
・�東海村原子炉で日本初の原子の
火がともる

昭和34年
（1959）

174

●�弁護士は土地家屋調査士の業務
に属する申請手続をすることが
できない。（民事局長通達）

・安保闘争激化
・皇太子ご成婚
・伊勢湾台風
・巨人　王貞治デビュー
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年次 歴代会長 会員数 宮崎会に係る変遷
［●県会 〇連合会 ◇法務局］ 土地家屋調査士制度の変遷 世の中の出来事

昭和35年
（1960）

福田松次
S.30～S.47

176

●�８月１日事務局を宮崎市高千穂通３
丁目264番地に移転

●�３月31日、土地家屋調査士法一
部改正〔不動産登記法の一部を
改正する等の法律附則17条によ
る改正〕（法律第14号）

●�土地家屋調査士の登録資格土地
家屋調査士法附則第３項により
調査士となる資格を有する者は
昭和35年９月30日までに登録を
受けない限り登録資格を喪失す
る。（民事局長通達）

●�３月31日、不動産登記法の一部
改正等（法律第14号）・登記簿
と台帳の一元化

・岸内閣　新安保条約に調印
・�安保抗議デモ33万人が国会を包
囲

・「だっこちゃん」人形ブーム

昭和37年
（1962）

176

◇�広瀬出張所を佐土原出張と宮崎本局
に統廃合
◇福島出張所を串間出張所に改称
◇本城出張所を串間出張所に統廃合

●�３月20日、不動産登記法第17条
の規定による地図備付けについて

　（民事甲第369号民事局長通達）
●�４月４日、建物の区分所有等に
関する法律の制定（法律第69号）

●�５月10日、住居表示に関する法
律制定（法律第119号）

＜1961年＞
・�ソ連が人類初の有人宇宙飛行に
成功
＜1962年＞
・国産旅客機YS11初飛行
・若戸大橋開通

昭和38～
　　39年
（1963～　
　 1964）

172
171

＜S.39＞
◇三財出張所を西都出張所に統廃合

＜S.38＞
●�法務局長の監督権限　地方法務
局長からの土地家屋調査士の懲
戒処分の内議は、法務局長が認
可又は承認する。

　（民事局長通達）

＜1963年＞
・黒四ダム完成
・�坂本九の「上を向いて歩こう」
が米国で大ヒット

・伊藤博文の千円札登場
・ケネディ大統領暗殺
＜1964年＞
・東海道新幹線の開通
・東京オリンピック開催
・海外渡航の自由化

昭和40年
（1965）

161
●�３月31日、琉球土地家屋調査士
会の加入（沖縄本土復帰を前提
として加入）

昭和41年
（1966）

164

●�６月30日、土地家屋調査士法一
部改正（法律第98号）〔審議会
等の整理に関する法律６条によ
る改正〕

●�法務省に土地家屋調査士試験委
員を置く。

●�３月１日、土地の地積又は建物
の床面積を平方メートルによる
単位で表示する場合の換算率及
び換算方法等について（民事甲
第279号民事局長通達）

・ビートルズ初来日
・60年代半ば新三種の神器
  カラーテレビ・車・クーラー
・中国で文化大革命

昭和42年
（1967）

160

●�７月18日、土地家屋調査士法一
部改正（法律第66号）〔司法書士
法及び土地家屋調査士法の一部
を改正する法律２条による改正〕

●�土地家屋調査士会及び連合会に
法人格付与

●�全国土地家屋調査士会連合会」
を「日本土地家屋調査士会連合
会」と名称変更した。

・吉田茂元首相国葬
・ミニスカートがブーム

(17) 第121号 令和３年１月15日
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年次 歴代会長 会員数 宮崎会に係る変遷
［●県会 〇連合会 ◇法務局］ 土地家屋調査士制度の変遷 世の中の出来事

昭和43年
（1968）

福田松次
S.30～S.47

166

●�６月10日事務局を宮崎市清水町１丁
目１番４号に移転。

●�不動産登記法第17条地図作製モ
デル作業開始

・３億円事件、プラハの春
・川端康成ノーベル文学賞受賞
＜1970年＞
・�日本万国博覧会、よど号ハイ
ジャック事件、三島由紀夫自決

昭和47年
（1972）

河野　喬
S.47～S.54

178

＜S.46＞
◇加久藤出張所をえびの出張所に改称

●�不動産調査士という名称は土地
家屋調査士法第19条第２項に抵
触する。（民事局長回答）

・あさま山荘事件
・�田中首相が訪中　日中国交正常
化

・沖縄が日本に復帰

昭和50年
（1975）

201

●�10月29日事務局を宮崎市旭町２丁目
２番32号に移転

・ベトナム戦争終結
＜1976年＞
・ロッキード事件
・鹿児島で五つ子誕生

昭和52年
（1977）

202

◇�北川出張所を延岡支局に統廃合
◇�門川出張所を日向出張に統廃合
◇�北郷出張所を日南支局に統廃合
◇�東郷出張所を日向出張所に統廃合
◇�高原出張所、野尻出張所を小林出張
所に統廃合
◇�山田出張所、荘内出張所、三股出張
所それぞれを都城支局に統廃合
＜S.53＞
◇諸塚出張所を田代出張所に統廃合

・日本初の静止衛星打ち上げ成功

昭和54年
（1979）

浜田冶兵衛
S.54～H.１

202

●自家共済制度に加入
◇北方出張所を延岡支局に統廃合
＜S.55＞
◇日之影出張所を高千穂支局に統廃合
◇都農出張所を川南出張所に統廃合
◇田野出張所を宮崎支局に統廃合

●�12月18日、土地家屋調査士法一
部改正〔第二次改正〕（法律第
66号）

・職責の明確化
・業務内容の付加
・�土地家屋調査士会に対する注意
勧告権の付与・連合会に対する
建議権の付与など

＜1978年＞
・成田空港が開港
・ディスコブーム
＜1979年＞
・初の共通一次試験
・インベーダーゲームが大流行
・サッチャー女史が英首相に

昭和58年
（1983）

210

●�５月21日、建物の区分所有等に
関する法律及び不動産登記法の
一部改正（法律第51号）

●�建物の区分所有等に関する法律
及び不動産登記法の一部を改正
する法律の施行に伴う関係政令
の整備に関する政令（政令219）

＜1980年＞
・大平首相急死
・ジョンレノン殺害
＜1981年＞
・�スペースシャトル「コロンビア」
初飛行

昭和60年
（1985）

208

●�６月28日、土地家屋調査士法一
部改正〔司法書士法及び土地家
屋調査士法の一部を改正する法
律２条による正〕（法律第86号）・
連合会への登録事務移譲・公共
嘱託登記土地家屋調査士協会の
制度化・罰則規定の整備強化

●�５月１日、電子情報処理組織に
よる登記事務の円滑化のための措
置等に関する法律（法律第23号）

・NTT、日本たばこ産業が発足
・日航ジャンボ機墜落事故
・つくば科学万博
・青函トンネル開通

昭和61年
（1986）

206

●�２月５日宮崎県公共嘱託登記土地家
屋調査士会協会設立
●２月25日現会館用地を取得
●初の写真入り会員名簿を配布
◇五ヶ瀬出張所を高千穂支局に統廃合

・ダイアナ妃初来日
・チェルノブイリ原発事故
＜1987年＞
・国鉄民営化でJR誕生
・バブル景気始まる
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年次 歴代会長 会員数 宮崎会に係る変遷
［●県会 〇連合会 ◇法務局］ 土地家屋調査士制度の変遷 世の中の出来事

昭和63年
（1988）

浜田冶兵衛
S.54～H.１

213
●�延岡支局で地図整備モデル事業を実
施

・リクルート事件
・ソウル五輪

平成１年
（1989）

樋口亮一
H.１～H.６

215

◇北浦出張所を延岡支局に統廃合 ・昭和天皇崩御改元
・消費税３％実施
・ベルリンの壁崩壊
・中国で天安門事件

平成３年
（1991）

213

●８月20日現会館建設の起工式
◇�南郷出張所を日南支局、串間出張所
に統廃合

●�11月22日、報酬体系変更、改正
報酬額表民三第5784号認可、12
月１日施行

・バブル経済崩壊
・雲仙・普賢岳で大火砕流
・ソ連邦の崩壊
・湾岸戦争

平成４年
（1992）

212

●２月25日現在地に事務局を移転した
●３月19日会館の落成式

・PKO協力法成立
・新幹線のぞみ号登場
・�日本人初の宇宙飛行士毛利衛さ
んが宇宙へ

平成６～
　　９年
（1994～　
　 1997）

野田喜久至
H.６～H.９

214
222

＜H.６＞
●�「杭を残して悔いを残さず」全国キャ
ンペーン実施
＜H.９＞
●宮崎支部から児湯支部を分割
◇�西米良出張所、西都出張所を高鍋出
張所に統廃合

＜H.７＞
●�３月27日、土地家屋調査士の処
理件数及び報酬額の報告の廃止
（法務省令第14号）、４月１日施行

＜1993年＞
・皇太子さま雅子さまご結婚
＜1995年＞
・阪神・淡路大震災
・地下鉄サリン事件・Win95発売
＜1997年＞
・消費税５％へ

平成10年
（1998）

広末　誠
H.９～H.11

219
◇川南出張所を高鍋出張所に統廃合
◇高岡出張所を宮崎本局に統廃合

●�４月７日、土地家屋調査士の補
助者の員数制限規定の廃止（法
務省令第17号）、10月１日施行

・郵便番号７桁へ
・長野五輪開催

平成11年
（1999）

河野俊治
H.11～H.17

217
◇�田代出張所、神門出張所、椎葉出張
所を日向出張所に統廃合
◇高崎出張所を都城支局に統廃合

・西暦2000年問題
・都知事、石原慎太郎初当選

平成12年
（2000）

218

●調査士制度50周年
●�「調査・測量実施要領」を会則に位
置付られた
●「伊能ウォーク」サポート実施
◇串間出張所を日南支局に統廃合

・2000円札発行
・BSデジタル放送開始
・シドニー五輪
・ナスダック・ジャパン開始

平成13年
（2001）

213

●�５月18日宮崎県土地家屋調査士政治
連盟設立
◇えびの出張所を小林出張所に統廃合
◇高千穂支局を高千穂出張所に降格
◇日向出張所を日向支局に昇格
◇高城出張所を都城支局に統廃合
◇本庄出張所を宮崎本局に統廃合

●�６月８日、土地家屋調査士法一
部改正〔弁護士法の一部を改正
する法律附則４条による改正〕
（法律第41号）

・小泉内閣発足
・アメリカ同時多発テロ
・日経平均１万円割れ

平成14年
（2002）

206

●県会ホームページ立ち上げ
◇佐土原出張所を宮崎本局に統廃合

●�５月７日、土地家屋調査士法一
部改正〔司法書士法及び土地家
屋調査士法の一部を改正する法
律２・３条・附則13条による改
正〕（法律第33号）・事務所の法
人化・資格試験制度の整備・ 懲
戒手続の整備（官報公告）・会
則記載事項からの報酬に関する
事項の削除（平15.８.１施行）・
研修・資格者情報の公開

・日韓ワールドカップ開催
・北朝鮮拉致被害者が帰国
・日本経団連が発足

平成15年
（2003）

204

●高千穂支部を延岡支部に合併
◇高千穂出張所を延岡支局に統廃合

●�８月１日、会則記載事項からの
報酬に関する事項の削除（８月
１日改正法施行）〔関係法令〕
５月30日、個人情報の保護に関
する法律（法律第57号）

・湾岸戦争開戦
・SARSが大流行
・六本木ヒルズがオープン
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年次 歴代会長 会員数 宮崎会に係る変遷
［●県会 〇連合会 ◇法務局］ 土地家屋調査士制度の変遷 世の中の出来事

平成16年
（2004）

河野俊治
H.11～H.17

205

●�６月18日、不動産登記法の全部
改正（法律第123号）

　・電子申請導入
　・登記識別情報制度導入
●�12月１日、不動産登記令の全部
改正（政令第379号）〔関係法令〕
12月１日、裁判外紛争解決手続
の利用の促進に関する法律（法
律第151号）

・新紙幣が発行
・アテネ五輪
・韓流ドラマ『冬のソナタ』

平成17年
（2005）

松浦正展
H.17～H.20

202

●�「日向の郷綱引きどんの半世紀」を
発刊

●�４月13日、土地家屋調査士法一
部改正〔不動産登記法等の一部
を改正する法律３条による改
正〕（法律第29号）・筆界特定手
続代理関係業務・民間紛争解決
手続代理関係業務

●�３月、不動産登記のオンライン
申請制度の運用開始

●�４月13日、不動産登記法の一部
改正（法律第29号）・筆界特定
制度導入

・�小泉首相が郵政解散し郵政民営
化

・中部国際空港が開港
・スマトラ島沖で巨大地震発生
・京都議定書発効
・�「はやぶさ」小惑星イトカワに
着陸

平成18年
（2006）

199

●公嘱協会が地図作成作業を受託
●制度・財政改革委員会発足

●�民間紛争解決手続代理関係業務
に係る土地家屋調査士特別研修
の開始

●�筆界特定制度開始（平成18年１
月）

●地図情報システムの導入開始

・ブログ普及
・�京大山中教授iPS細胞開発の論
文発表
＜2007年＞
・宮崎県知事に東国原氏が就任
・年金記録問題が発覚

平成20年
（2008）

蓑原照光
H.20～H.23

196

●�登記所における登記簿のコン
ピュータ化完了

●�新登記情報システムによる業務
の全国展開開始

●�登記事項証明書の交付事務等
（乙号事務）包括的民間委託開
始

・リーマンショック
・北京五輪
・米国大統領にオバマ氏が当選
・日本でiPhone発売

平成21年
（2009）

193
●�９月18日「境界問題センターみやざ
き」設立記念式典開催
◇日向支局を延岡支局に統廃合

●�土地家屋調査士専門職能継続学
習制度（CPD）の開始

・初の裁判員裁判
・民主党へ政権交代

平成22年
（2010）

194

●調査士制度60周年 ●�４月１日、法務局又は地方法務
局の長は、土地家屋調査士法等
違反に関する調査を土地家屋調
査士会に委嘱することができる。
（平成22年４月１日施行）

・「はやぶさ」が地球に帰還
・日本航空が事実上倒産
・日本年金機構が発足

平成23年
（2011）

鎌田隆光
H.23～H.29

194
●「田畑歩数極様」を発刊 ・東日本大震災、福島原発事故

・新燃岳が噴火
・ニュージーランドで地震

平成26年
（2014）

193

●�11月27日、空家等対策の推進に
関する特別措置法の公布（法律
第127号）（施行は、平成27年５月
26日）

・STAP細胞問題
・消費税８％へ
・韓国旅客船沈没事故

平成27年
（2015）

189

●�11月27日、初の地上絵プロジェクト
を宮崎市大淀小学校で実施

●�６月１日、オンライン登記申請
による不動産の表示に関する登
記の申請又は嘱託における法定
外添付情報の原本提示の省略の
運用開始

・マイナンバー制度が運用開始
・「爆買い」流行語
・米国とキューバ国交回復
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年次 歴代会長 会員数 宮崎会に係る変遷
［●県会 〇連合会 ◇法務局］ 土地家屋調査士制度の変遷 世の中の出来事

平成28年
（2016）

鎌田隆光
H.23～H.29

193
●�７月15日、ADR法に基づく法務大臣
認証取得（第149号）

・熊本地震発生
・オバマ大統領が広島訪問

平成29年
（2017）

谷口和隆
H.29～

191

●�４月17日、不動産登記法の一部
を改正する省令（法務省令第20
号）

・法定相続情報証明制度の創設

・トランプ大統領の誕生
・小池都知事誕生
・�北朝鮮弾道ミサイル・金正男殺
害

令和１年
（2019）

190
●調査報告方式による運用開始
　（完全オンライン化）

・天皇陛下即位、令和に改元
・消費税率10％
・吉野彰氏ノーベル化学賞

令和２年
（2020）

185
●調査士制度70周年
●県庁舎表題登記に取り組む

・新型コロナパンデミック
・熊本豪雨災害

●会館建設前の様子（平成３年頃）

●平成３年８月20日
　地鎮祭・起工式の模様
　「エィ、エィ」



宮崎県土地家屋調査士会会報 (22)第121号令和３年１月15日

●平成３年10月15日
　会館建設中の様子

●平成４年３月19日会館落成式の模様



宮崎県土地家屋調査士会会報(23) 第121号 令和３年１月15日

●「いかだ下り」に参加。手造りの「いかだ」だったのでしょうか。皆さん楽しそうです。

（広報部　甲斐達也）

●ひたすら歩く

担当者に指示する河野会長（当時）

●平成12年８月～９月
　�「伊能ウォーク」は伊能忠
敬が測量で歩いた道筋を
たどり、全国約１万キロ
を２年間にわたって踏破
する壮大な旅でした。全
国の調査士会はこのイベ
ントを全面的にサポート
しました。



宮崎県土地家屋調査士会会報

＊入会
入会日 支　部 氏　名 登録番号 備　　　　　考

令和２年８月３日 延岡支部 安藤　尚弘 818 延岡市瀬之口町１丁目４番地37
令和２年８月11日 宮崎支部 森山　義久 819 宮崎市田野町乙11140番地２

＊法人入会
入会日 支　部 氏　名 登録番号 備　　　　　考

無し

＊退会
退会日 支　部 氏　名 登録番号 備　　　　　考

平成２年７月22日 延岡支部 山田　淳也 770 死亡
平成２年８月25日 都城支部 山元　　修 605 廃業

＊登録事項変更
変更日 支　部 氏　名 登録番号 事　　務　　所

平成２年７月７日 宮崎支部 串間誠一郎 800 宮崎市松橋一丁目９番２号
平成２年７月31日 宮崎支部 冨山　康介 726 宮崎市大字恒久1342番地１
平成２年６月５日 宮崎支部 大野　祐輔 793 土地家屋調査士法人アスクリエイト社員
平成２年６月５日 宮崎支部 佐藤　哲也 815 土地家屋調査士法人アスクリエイト社員

＊登録事項変更（ＡＤＲ認定）
認定日 支　部 氏　名 登録番号 認　定　番　号

無し

(24)第121号令和３年１月15日
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＊新入会員
森川　義久 モリカワ　ヨシヒサ

事務所　〒889ｰ1702    宮崎市田野町乙11140番地２    

ＴＥＬ　0985－78－2757　　　ＦＡＸ　

E-mail    　　　　　　　　　　   

入会年月日　2020年８月11日　　　　　　　　登録年月日　2012年12月20日

登 録 番 号　819号　非社員　　　　　　　　　兼　　　業

認定年月日　　　　　　　　　　　　　　　　   認 定 番 号　　　　号宮崎支部

訃報連絡のお願い
　県会では、訃報についての会員の皆様への迅速な連絡と弔慰規定に基づく対応
（弔慰金、供花、弔電）を行いたいと考えております。つきましては会員や元会員、
その他関係者の訃報をお知りになられた方は、すみやかに各支部長または県会事
務局（0985-27-4849）にご連絡ください。二重に連絡があっても全然構いません。
よろしくお願い致します。



宮崎県土地家屋調査士会会報

　新年あけましておめでとうございます。皆様

には、健やかに新春を迎えられたことと、お慶

び申し上げます。今年もどうぞよろしくお願い

いたします。また本号発行にあたり、ご投稿頂

きました関係者の皆様に厚く御礼申し上げま

す。

　2020年は新型コロナ一色の年となりました。

世界中で大きな影響をもたらした新型コロナに

よって、皆様の過ごし方も変化したのではない

でしょうか。自宅で旅行番組や映画を観ながら、

大好きな海外旅行への思いを募らせておりま

す。人が集うこと、食事をすること、移動する

ことがどれだけ私たちに自由を与えてくれるも

のであったかを痛感させられました。今年もウ

イルスとの戦いから始まりましたが、このよう

な状況だからこそ、今一度新たな気持ちで2021

年をスタートさせたいと思っています。

　私は登山好き、ではなく山好きであります。

普段の旅行も、観光名所にはほとんど出向かず、

もっぱらなんちゃってトレッキングをしながら

山を眺める旅行が好きです。私は、長年ネパー

ルのヒマラヤ山脈アンナプルナへの旅に焦がれ

ており、昨年から綿密な旅行計画を練り始め、

昨年の３月を出発日としていたところ、まさか

のコロナに阻まれ、自宅にはわざわざ博多まで

行って揃えた登山ブーツ、ザック、防寒具が綺

麗に収納されたままです。

　この壮大なヒマラヤ計画のなかで購入した高

価な登山ブーツを履く機会が昨年６月に訪れま

した。北方町の山の測量です。山主は婦人です

が案内を頼んだところ、「足手まといにならな

いでしょうか？」といわれ「私がいますから大

丈夫ですよ」と、その日を迎えました。当日の

山主は腰に水筒を取り付け、地下足袋にヤッケ

姿。何やら足元に防虫スプレーを噴射し、慣れ

た軽い身のこなしで婦人は前に進んでいきま

広報部長　甲斐　達也 す。なんちゅう健脚なんだと思いながら後を追

いますが間は縮まりません。そして、ある下り

斜面のザレ場にさしかかったとき、私は派手に

転びそのまま斜面上を滑り始めました。さらに

勢いは増し加速します。すると目の前に婦人の

姿が迫りそのまま婦人に捕捉されました。婦人

は「危なかったですね。大丈夫ですか？」と。

私は「足手まといになってしまいました…」と

気恥ずかしかったのです。その後も私の派手な

滑り転びは数回続き、婦人に「どうして転ばな

いのか？」と尋ねると、婦人は黒い地下足袋の

底を指して、「山にはこれが一番いいんですよ。」

と。靴底に針金のようなスパイクがついていま

した。

　地下足袋の10倍の値がする自分の登山靴を見

て複雑な気持ちになりました。

　なんとか念願のアンナプルナへの旅を実現さ

せたいものです。

▼アメリカ・モンタナ州で撮影した山です。

▼NZで撮影したマウント・クック（アオラキ）です。

(26)第121号令和３年１月15日



宮崎県土地家屋調査士会会報(27) 第121号 令和３年１月15日

　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。会員の

皆さまにおかれましては、健やかに新年をお迎

えのこととお慶び申し上げます。

　昨年は、新型コロナウイルス感染拡大により、

世界中に多大な影響を与えました。オリンピッ

クの開催延期をはじめ、私たちに身近な行事も

開催の延期・中止が続きました。

　宮崎県土地家屋調査士会におきましても、土

地家屋調査士制度制定70周年記念事業や研修会

等の中止が相次ぎました。

　このような中におきましても、本号の発刊に

あたりまして、ご協力をいただきました宮崎地

方法務局長　池田哲郎様をはじめ、寄稿者の皆

さま、関係者の皆さまには感謝申し上げます。

　さて、前号におきまして、私、DIYマスター

を目指すなどと言っておりましたが、その後、

何もやっておりません。前号にて紹介しました

キャンプ用の棚も、その役目を全うすることな

く、しばらくは自宅のテラスでオブジェのよう

に佇んでおりました。しかしながら、最近に

なってこのオブジェ……いや、棚にも活躍の場

が出来ました。以前より妻が趣味としておりま

した、観葉植物、多肉植物の室内観賞用の棚と

して利用されています。当初の予定とは違う用

途での使用ですが、まるで、このために作った

かのようです。棚のオシャレ度がグッと上がっ

た気がします。（※個人の感想です。）

　で、DIYを行っていない私が、何をやってい

るのかといいますと、釣りにハマりつつありま

す。釣りが忙しくて、DIYどころではありませ

ん。活動自粛により、何もない休日が続く中、

釣りでもしてみようかと、20数年ぶりに釣竿を

手に取ったことがきっかけです。

　とりあえずは近場の海へ……。とはいえ、小

林在住。最も近い海でも１時間ちょっとかかり

ます。数か所の候補の中から、初心者でも安心、

そして最も近い宮崎港へ。ここで思った以上の

釣果を得たことにより、他に何か面白い釣りは

ないだろうかと調べ始めました。「手軽で、いっ

広報部次長　小堀正太郎 ぱい釣れて、しかも美味しい」。欲の塊のよう

な条件で検索します。思っていた以上に多くの

種類がありましたが、その中でもキス釣りに興

味を惹かれます。砂浜からの本格的な投げ釣り

が楽しく、釣果も上がりそうです。

　続いて、目的地選びへ。鹿児島県の吹上浜が、

日本有数のキス釣りスポットとの情報が。鹿児

島県との県境に位置する小林人にとっては、宮

崎県内を移動するのも、鹿児島へ行くのも大差

ありません。即決です。

　とはいえ、吹上浜まで車で１時間半。もし全

く釣れなかった時に、ぼっちでの帰宅は寂しい

ので、父を誘っての釣行……結果、思っていた

以上に釣れました！二人合わせて数十匹。その

後、数回の釣行も好調です。

　現在は、キス釣りはシーズンオフということ

で、春までお休みです。しかし、私の釣り熱は

冷めてはおりません。最近は、ヒラメ釣りと、

イカ釣りに勤しんでおります。どちらも、冬の

時期は活性が悪く、数はあまり釣れないそうで

すが、産卵期を控え、大型のものが期待できる

そうです。こちらの釣果につきましては、紙幅

の都合上……ということで、お察しください。

　今後は、釣りもできる土地家屋調査士を目指

します。決して、土地家屋調査士もやっている

釣り師とならないよう、本業を忘れずに、楽し

んでいけたらと思います。
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（有）クロキシステム販売は信頼メーカー商品で

土地家屋調査士業務を支援します。
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宮崎市吉村町大町前2254－1　浜田コーポ１Ｆ
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